　　　　　資料4-3ホテル・旅館のバリアフリー化の促進について
　　大阪府福祉のまちづくり条例の改正（令和２年３月）
　ホテル・旅館のバリアフリー化の促進を目的に「大阪府福祉のまちづくり条例」を改正

１．一般客室（車椅子使用者用客室以外の客室）のバリアフリー基準の創設
【対象】建築する部分の床面積の合計が1,000㎡以上のホテル又は旅館

【内容】 

 １．道等及び車椅子使用者用駐車施設から一般客室までの経路は、階段又は段を設けない。

 ２．UDルームⅠ基準（客室床面積 18 ㎡未満（２以上のベッドの客室は 22 ㎡未満））

 段差の解消など高齢者や障がい者等に配慮した最低限の基準

 ３．UDルームⅡ基準 (客室床面積 18 ㎡以上（２以上のベッドの客室は 22 ㎡以上）)

 車椅子使用者の利用にも一定配慮した基準

２．車椅子使用者用客室のバリアフリー基準の拡充
【対象】建築する部分の床面積の合計が1,000㎡以上のホテル又は旅館

【内容】 

車椅子使用者がより円滑に利用できるよう、客室出入口及び浴室等の出入り口の引き戸の義務化
３．バリアフリー情報の公表制度の創設
【内容】 

宿泊の予約前にバリアフリー状況を確認できるよう、営業者にバリアフリー情報の公表を義務化
　　条例改正後に建築されたホテルの事例
　ホテル京阪　なんばグランデ （2023年（令和５年）3月開業）

（UDルームの写真を掲載。）
（便所、浴室までの経路が直角となる場合の有効幅 100 cm以上が確認できる写真）
（ベッドに寄り付くため、直径 120 cm以上の円が内接するスペースが確保されていることと、出入口から便所、浴室、ベッドの側面まで有効幅員 80 cm以上が確認できる写真）
（浴室の出入口幅、有効幅員 80 cm以上と、客室内に階段・段が設けられていないことが確認できる写真）
　　バリアフリー情報の公表について
　バリアフリー情報の公表件数（府への届出件数）
令和６年２月時点　公表件数：２１件（大阪市内１７件、他４件）
（令和5年3月時点では13件　）
（府HPにおけるホテルのバリアフリー情報公表ページを紹介）
　　バリアフリー情報公表の促進
　啓発用チラシを作成し、バリアフリー情報の公表を促進
主な配布先：事業者団体（大阪府旅館ホテル生活衛生同業組合）、保健所（旅館業法所管）、特定行政庁、指定確認検査機関（建築基準法所管）
（チラシの画像を掲載）

